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原子力安全対策課
( １ ７ － ９ ９ )
＜14時30分 ＞資料配付

送電系統事故による大飯発電所１、２号機の原子炉自動停止と

３、４号機の所内単独運転について（１、２号機の発電再開）

このことについて、関西電力株式会社から下記のとおり連絡を受けた。

記

大飯発電所から関西方面に送電している送電系統（大飯幹線、第二大飯幹

線）が、雪の影響により、平成17年12月22日８時49分から８時53分の間に送

電停止した。

このため、定期検査で調整運転中であった大飯１号機は８時57分に、定格

熱出力一定運転中の大飯２号機は８時58分に、いずれも「Ｃ－Ｓ／Ｇ水位高

タービントリップ」により原子炉自動停止した。また、定格熱出力一定運転

中の大飯３、４号機は所内単独運転 に移行した。＊

その後、８時55分に大飯幹線、９時１分に第二大飯幹線が復旧したことか

ら、10時14分に、大飯３、４号機からの送電を再開した。

なお、本事象による環境への放射能の影響はない。

＊：送電系統事故等により送電できなくなった場合に、発電機出力を低下させて発電所内の負荷のみを

持たせた運転。具体的には負荷急減時に蒸気を復水器へ逃がすなどして、原子炉トリップを回避す

る。

［平成17年12月22日記者発表済］

大飯１号機は、現在原子炉起動準備中であるが、準備完了次第、本日原子

炉を起動し、明日（27日）発電を再開（調整運転再開）する予定である。

大飯２号機は、原子炉起動準備完了後の昨日（25日）21時30分に原子炉を

起動し、本日13時50分に発電を再開した。
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